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材の育成を進めています。教育では、2016 年 4 月に創設した「国際基幹教育院」において、KUGS






等を通じ、多くの自治体と連携した ESD 活動を推進しています。2014 年 9 月に本学が代表団体と
して設立した「北陸 ESD 推進コンソーシアム」では、学校や企業等様々な団体や関係者が、北陸地








2015 年 9 月、国連において「持続可能な開発目標（SDGs）」が設定されたことを受け、2016





金 沢 大 学 長  
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金沢大学環境方針 
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 上図に見られるように、KUGS では、学士課程共通教育を対象とする 30 の GS 科目群に加え、学
士課程専門教育を対象とする学域 GS 科目、大学院を対象とする大学院 GS 科目が立ち上がりつつあ













す「人間と生物圏」（MAB）計画に基づく生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）に UNESCO Mount 
Hakusan Biosphere Reserve（以下「白山 BR」）として登録されました。当初の白山 BR は「核心
地域」と「緩衝地域」のみでしたが、2016 年には自然と調和した暮らしや営みを実践する「移行地

































































































登町の下水処理場に容積 1m3 のメタン発酵実証装置とマイクロ波連続照射装置を設置し、7 種類の
バイオマスを混合して実証試験を行うことにより、本処理法の有効性を明らかにしました。これらの
結果を受けて、中能登町において実施設への導入が決定し、プラントの建設に至りました。プラント
は 2016 年度中に完成し、2017 年秋には、本格稼働予定であり、稼働後は性能評価研究を中能登
町と共同で実施する計画です。今後は、中能登町以外でも適用できるシステムに拡張し、全国に普及
していきたいと考えています。    
















































































































































































































































































































































 7 種混合バイオマス 
 前処理汚泥 
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◆ 大気中化学物質の呼吸器への影響 





 金沢大学医学倫理審査委員会の承認を得た後に、2011 年 1 月から研究を開始しました。大気粉塵
は粒子径で分粒せずに総浮遊粒子状物質として、金沢大学宝町キャンパス F 棟屋上に設置してある装
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◆ 能登臨海実験施設における教育関係共同利用拠点の展開 
 能登臨海実験施設は、北陸 3 県（富山県、石川県、福井県）
の大学の臨海実習を行う拠点として 1958 年に発足しました。
以来、自大学のみならず他大学の臨海実習を実施してきており、
2011 年度までの実績が認められて、2012 年 7 月 31 日付
けで日本海域環境学教育共同利用拠点に認定されました。
2011 年度は、他大学の利用 13 校、延べ人数 1,076 名であ
り、拠点認定時に延べ 1,000 名以上の利用を維持することが
条件として特記事項に記載されました。その後、1,000 名以上
の利用実績を保ち（図 1）、当施設の教育拠点が 2016 年 7 月
29 日に再認定されました。なお 2016 年度は、2011 年度の
約 3 倍の実績（他大学の利用 41 校、延べ人数 3,778 名）と
なり、利用実績を伸ばしています（図 1）。さらに海外の利用も






（PAH 類）であり、PAH 類の動物生体への影響評価を行っています。以下に示します。 
海産無脊椎動物のバフンウニは、実験動物として確立しており、このウニを用いて、有害物質の影
響を解析しています。多環芳香族炭化水素類（PAH 類）のベンズ[a]アントラセン(BaA) と 4-ヒド
ロキシベンズ[a]アントラセン(4-OHBaA)のウニの初期発生に対する影響を解析した結果、BaA 及
び 4-OHBaA を添加すると骨片形成が抑制され、BaA の代謝産物である 4-OHBaA の方が強い毒
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◆ 附属図書館の取組み 
 附属図書館は、第 2 期中期目標・中期計画において「環境問題に関する見識を備えた人材を養成す
ること」という目標を掲げ、2010 年度以降、第 3 期中期目標期間においても引き続き、「環境学コ
レクション」の整備を行ってきました。このコレクションは、環境問題に関する学際的な資料を幅広
























































・中央図書館    8 月 17 日（水）～9 月  2 日（金） 
・自然科学系図書館 8 月  8 日（月）～9 月  2 日（金） 










・春：5 月 16 日（月）～5 月 17 日（火） 
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◆ 中学２年生職場体験事業（わく・ワーク）の受入れ 
 金沢大学環境保全センターでは、地域と共に「わく・ワーク(Work)体験」（中学生の職場体験事業）
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◆ インドネシアにおける寄生虫のフィールド調査  
 金沢大学では、途上国における国際医療協力・研究を目的に、2006 年からインドネシアでの学校












④ 結果：144 名（男子 74 名、女子 70 名）の学童の便検体を収集し、また動物便としては、野鼠、
豚、山羊、犬などの合計 87 検体を採取しました。ヒト便検体の顕微鏡検査では、回 虫かいちゅう55(38.2%) 、
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◆ ユネスコスクールをはじめとする学校の ESD 支援 
 金沢大学は、その社会貢献活動の一環として、全国的なユネスコスクール支援大学間ネットワーク
（ASPUnivNet）に加盟し、ユネスコスクールをはじめとする学校での持続可能な開発のための教育
（ESD）の推進を支援してきました。また、3 年前には、北陸 ESD 推進コンソーシアムを構築し、
学校教育だけでなく、社会教育や企業における ESD の推進に努め、北陸で安全に、安心して暮らせ
るような持続可能な社会づくりに貢献してきました。その結果、ESD 推進のけん引役となるユネスコ
スクールは、申請中のものを含めると北陸では 100 校以上になり、全国でも有数の ESD が活発な地
域になっています。 












 閉会式では、第 7 回 ESD 大賞表彰式が行われ、岡山県立和気閑谷高等学校に文部科学大臣賞が授
与されました。 
松野文部科学大臣挨拶 開会式の様子 
分科会における活発な討議 第 7 回 ESD 大賞表彰式 
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4.環境配慮への取組み 






















エ ネ 対 策 工 事 等 を 行 っ た 結 果 、
2016 年度のエネルギー消費量は、
























を使用した自家発電設備を稼働し、約 109 万ｋWh（角間約 4 万 kWh／年、附属病院約 105 万 kWh
／年）を発電しました。 
また、自然エネルギーの利用も行っており、現在、自然科学系図書館、1・2 号館、本館及びイン
キュベーション施設の各屋上には 5 基 170kW の太陽光発電パネルが、附属高校校舎、体育館及び附
属病院屋上に 3 基 30 kW の太陽光発電パネルが設置されており、角間地区で年間約 14.5 万 kWh
       図 2 要因別エネルギー消費量 
脚注 
 ※：「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2 当たりの原油概算量（Ｌ）で表します。 




図 1 地区別エネルギー消費量 
776   774   756   730   729 
      図 3 エネルギー消費原単位 
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4.環境配慮への取組み 
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（角間全体の電気消費量の約 0.7％相当）、平和町地区にて年間約 2 万 kWh、病院地区で年間約 1 万
kWh の電力を供給しています。 
本学では 2014 年度から、原単位（単位面積当たりの使用量）で前年度比 1％以上のエネルギー使





図 8 月別電気購入量の推移と平均気温 
図 5 都市ガス購入量 図 4 電気購入量 
図 6 重油購入量 図 7 灯油購入量 
867     829     760    577     617 15 21 20 23 22
 5,592    5,571   5,479   5,348    5,396 399    404     390    378     363 
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2012 2013 2014 2015 2016 2012 2013 2014 2015 2016 2012 2013 2014 2015 2016
角間北地区 Ａ重油ボイラー    3台 307 363 327 482 278 3 3 3 4 4 34 33 47 38 73











 表 1 に把握している大気排出濃度測定結果をまとめて記載しましたが、いずれも法令の規制値を大
幅に下回っており、適正な運転・管理が行われていることを示しています。なお、角間北地区、宝町・
鶴間地区等の A 重油ボイラーは主に冬季のみの暖房用に使用しています。また 2016 年度には宝町・
鶴間地区とその他で暖房用Ａ重油ボイラー各 1 台を廃止しました。上記の測定結果を基に算出した年
間の総排出量を、一部の設備についてですが、表 2 に示します。 
2012 2013 2014 2015 2016 規制値 2012 2013 2014 2015 2016 規制値 2012 2013 2014 2015 2016 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 28 31 30 31 33 150  <0.01  <0.01  <0.01 0.00 0.00 12.65  <0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.10
角間南地区 ガス発電機      1台 43 49 42 58 64 600 0.01 0.02 0.01 4.00 0.00 3.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 78 87 79 94 55 180 0.52 0.68 0.67 0.96 0.81 14.40 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 30 35 27 36 18 70 - - - - - 0.30
附属病院地区 ガスボイラー   4台** 64 53 59 58 44 180 - - - - - 0.30
宝町・鶴間地区 Ａ重油ボイラー  4台* 65 30 68 66 68 180 0.29 0.09 0.59 0.38 0.33 － 0.01 0.01 0.01 0.02 0.01 0.30
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 64 63 92 83 57 260 0.08 0.15 0.39 0.36 0.20 2.52 0.02 0.02 0.01 0.01 0.01 0.30





換算ＮOｘ濃度 (ppm） SＯx排出量 （Ｎｍ3/ｈ） 換算ばいじん濃度 （ｇ/Ｎｍ3）
図 2 下水（市水・井水）排水量 図 1 上水（市水・井水）排水量 
51     52  50     50      47 49   50      48      48      45 
* 町・ 地区の ボイラーは 2012～2013 年度は 6 台、2014 年度からは 4 台の値。 
附属病院地区は 2016 年度よりＡ重油ボイラーからガスボイラーに変更、2015 年度まではガスボイラー3 台。 
***その他のＡ重油ボイラーは 2015 年度までは 2 台。 
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4.環境配慮への取組み 





























Ｌ処理しました。また、環境保全センターの有機系廃液処理装置の老朽化のため、2016 年 10 月よ
り外注委託処理に移行しました。なお、2017 年に環境保全センターの無機系廃液も、委託処理に移
行します。           
 
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
古紙　* 288.5 222.2 253.4 259.9 251.1 245.4 251.4 82.3 96.2 97.3 98.6 99.0 99.0 99.0
ペットボトル 37.0 39.3 39.6 36.4 37.6 35.5 36.8 100.0 100.0 100.0 99.9 100.0 100.0 100.0
蛍光灯 2.2 0.8 1.5 1.6 3.0 2.1 1.7 81.8 51.2 93.2 96.0 96.7 76.4 94.2
金属くず 123.5 122.5 25.5 96.0 94.6 83.3 80.4 81.9 100.0 100.0 93.2 99.9 100.0 100.0







注； 産業廃棄物Ａは容器包装プラ（PET 含む）、空き缶、空き瓶。 
   産業廃棄物Ｂは上記以外で、主に実験・実習等で使用したもの 
   です。 
図 2 区分別の廃棄物発生量 
図 1 廃棄物発生量 
1,819  1,723  2,120  1,723  1,789 
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◆ PCB 廃棄物 
 2015 年度に初めて、これまで各部局等で厳重保管していた蛍光灯の安定器、感圧紙等の高濃度の
PCB 含有廃棄物を処分するため、約 3 トンをドラム缶詰めにして、北陸地区の指定処分場のある北




























取  扱  量 2,950 kg 2,690 kg 4,350 kg
大気への排出量 150 kg 150 kg 150 kg













図 1 PRTR 法届出物質取扱量の年次変化 
表 1 2016 年度 PRTR 報告 
-23-
4.環境配慮への取組み 










































     図 1 二酸化炭素排出量 
教職員（人） 学生　（人） 合計　（人）
2012年度 1,133 2,398 3,531 2,564
2013年度 1,140 2,282 3,422 2,360
2014年度 1,085 2,053 3,138 2,291
2015年度 1,150 1,994 3,144 2,179






2012年度 2,525 3,507 6,033
2013年度 2,541 3,338 5,879
2014年度 2,418 3,003 5,421
2015年度 2,563 2,917 5,480































表 1 に、2016 年度の調達実績（公共工事に関するものは除く）を示します。表に示すとおり、物







分   野 目標 総調達 特定調達物品 目標達成
紙類（7品目） 100% 189,582kg 187,062kg 1品目を除き各品目100%
文具類（82品目） 100% 451,506個 451,506個 全品目100%
文具類 [グラウンド用白線]（1品目） 100% 2,620kg 2,620kg 全品目100%
オフィス家具・インテリア等（17品目） 100% 259,664個 259,664個 全品目100%
オフィス家具・インテリア等
 [カーペット等]（4品目） 100% 245㎡ 245㎡ 全品目100%
ＯＡ機器（19品目） 100% 67,817個 67,817個 全品目100%
家電製品（照明,エアコン等含む21品目） 100% 8,154台 8,154台 全品目100%
役務（18品目） 100% 15,490件 15,490件 全品目100%
他の特定調達物品（37品目） 100% 177,032個 177,032個 全品目100%
他の特定調達物品
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◆ 環境報告書編集担当係員 N の“eco 検定”受験体験記 




 編集小委員会委員長の先生と副課長さんを中心に、皆様の助けを借りながら、環境報告書 2015 は
夏の終わりには何とか出来上がりました。しかし、とにかく体裁を整えるので精一杯で、恥ずかしな
がら内容（環境）そのものを理解できていたわけではありませんでした。 





 《勉強》早速、参考書を 1 冊買って、勉強を始めました。勉強は
毎日就寝前に 30 分程度。寝てしまい、どこまで進んだか分からな
くなった夜も（多々）ありました…。 
 ひと通り参考書の勉強を終えた、試験の約 1 か月前、今度は過去問題集を買いました。過去問題は



















 《最後に》最近はどの企業も環境保全に取組んでおり、学生の皆さんが eco 検定に合格することは
就職活動時の良いアピールになると思います。就職活動の前に受けてみてはいかがでしょうか。 
 また、受験資格（年齢・学歴等）は特に無いので、環境について勉強したい方全般にお勧めします。 
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「環境論」の講義のスライドの一幕 









































販売弁当個数(個) 22,973 26,639 
容器回収数(個) 7,025 9,379 
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図 活動を行った場所の概略 
◆ 「金沢大学キャンパス環境整備の会」の活動 
 当会の活動は 2016 年度で 8 年目を迎えました。昨年度の参加人員は 14 名で、活動は 4 月から




くなる傾向がありました。2016 年度の活動場所は、自然研斜面 10 回、自然研自転車置き場 3 回、
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◆ 第 11 回学生リユース市 
 2017 年 3 月 20 日(月)に金沢大学角間キャンパスにて第 11 回学生リユース市を開催しました。
この活動は、春に卒業予定の卒業生から使わなくなった家具・家電を無料で引き取り、主に新入生を






























準備中のスタッフ達 熱心に選ぶお客様 家電は特に人気 
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6.学生活動 




生から 2 か月後に初めて行って以来、毎年活動を重ね、2016 年度の派遣をもって 34 回目を迎え
ました。 
参加学生数はこれまでおよそ 1000 名と、学年、専攻を問わず多くの学生に参加していただきまし
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写真 1 金蔵集落の風景 
写真 2 万燈会 
写真 3 金大祭での販売 







































































































































































 ＜金沢大学安全衛生活動基本方針 及び 活動目標＞ 
 基本方針：教育研究の場にふさわしい、安全で快適な就学・就労環境を整備するための、 
 大学の自主的な安全衛生活動の推進 
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方も多くいらっしゃいました。          
























 【角間キャンパス】2016 年 10 月 19 日（水）11:40～12:30 約 4,700 名参加     






  向上を図る。 
 ・「自分の身を守ることができるのは自分しかいない」ことを自覚し、日常的に避難場所と避難 

























 ・角間川流域の樹木の伐採、キャンパス内の草刈りの強化 ・電子爆音機と監視カメラの設置 
 ・オープンキャンパス開催時の職員による構内巡視 ・石川県里山クマフォーラムへの参加 
 ・クマ鈴の購入（先魁居住者向け） ・他大学のクマ被害防止対策の視察 















































・ 共同 研 修 セ ンタ ー  
・ 低レ ベ ル 放 射能 実 験施 設  






















理 工 学 域 数物科学類、物質化学類、機械工学類、電子情報学類、環境デザイン学類、 
         自然システム学類 
医薬保健学域 医学類、薬学類、創薬科学類、保健学類 
 6研究科 
  人間社会環境研究科、自然科学研究科、医薬保健学総合研究科、先進予防医学研究科、 
  法務研究科、教職実践研究科 
 その他 










  大学間交流協定校157機関（37か国1地域）、部局間交流協定校61機関（20か国1地域） 




















 ・ 国際基幹教育院では、2016 年度から新カリキュラムとして実施したグローバルスタンダード
（GS）科目の中で、「環境学と ESD」という科目を開講しました。 
 ・ 理工学域では、2015 年度以前の入学者に対して全学共通の「環境・ESD 応用プログラム」を
構成する科目を中心に関連の科目を開講し、環境 ESD 教育を行いました。 
 ・ 自然科学研究科（博士前期課程）では、3 研究科共通の「環境・ESD 共通科目」である「環境工
学総論」、「持続可能な社会と環境」、及び研究科共通科目の「環境マネージメント論」を合わせて、






 ・ グローバル人材育成に向けた ESD の推進事業補助金、日本ユネスコパートナーシップ事業等を





 ・ 環境保全センターでは、「わく・ワーク」として中学生の体験学習を受け入れました。 
































 ・ 全学に対し、クールビズ・ウォームビズ及び冷暖房温度適正化の周知徹底を行いました。 
 ・ 附属病院では患者や見舞いの方への環境サービス等、病院の業務に支障のない範囲で冷房や暖房
温度の適正化を行いました。 
 ・ 夏期の冷房期間中及び冬季の暖房期間中に、教職員、学生に学内の消費電力状況を Web サイト
及びアカンサスポータルにて周知を行いました。 
















 ・ 5 月及び 12 月に化学物質の管理に関する講習会を行うとともに、化学物質管理システムについ
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ても説明しました。 




用英語版）を Web サイトで掲載しました。また、4 月の新入学生ガイダンスにおいて、これらの
案内パンフを配布しました。また、Web サイト上にリサイクル掲示板を設置しています。 
 ・ 附属図書館で 5 月と 11 月にブックリユース市を開催し、3,324 冊の本のリサイクルを行いま
した。 




 ・ 環境報告書を Web サイトで公開したほか、環境報告書ダイジェスト版を新入生のガイダンスを
はじめ学内、学外問わず広く配布し、環境活動についてアピールしました。また、環境や省エネに
関する取組みの状況を Web サイトで公開しました。 
 ・ 人間社会研究域附属地域政策研究センターでは、一般市民を対象にした研究シンポジウム「都市・
農村コミュニティの現代的再生を探る」（2016 年 9 月 16 日）を開催しました。また、石川県統
計協会に協力して地域経済分析研究講座（2016 年 12 月〜2017 年 2 月）を開講しました。 
 ・ 理工研究域では、オープンキャンパスとふれてサイエンス＆てくてくテクノロジーにおいて、環
境に関する研究や取組みを、一般来場者にもわかり易いように展示しました。 
 ・ 環境月間（6 月・10 月）にキャンパス美化週間を設け、環境美化活動を行いました。 
 ・ 附属図書館の図書館委員会に設置した環境学コレクション整備 WG で、選定方針を検討するとと







 ・ 化学物質の管理に関する講習会で、環境に関連する法令、学内規則等について説明しました。 
 ・ 理工研究域では、廃液の運搬等について、貼り紙等により周知しました。 
 ・ 環境調査チームは化学物質の管理に関する現地調査を実施しました。 
 ・ 年 2 回（6 月・10 月）、キャンパス美化週間を設け、構内の環境美化活動を行いました。 
 ・ 11 月に宝町キャンパス出入口２箇所に喫煙自粛と吸殻ポイ捨て禁止の立て看板を設置しました。 
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ママードウァ アイーダ、 池本 良子、 大野 智彦、 亀田 真紀、 神林 康弘、 
黒田 千央、 新宅 救徳、 菅沼 直樹、 鈴木 克徳、 鈴木 信雄、 鈴木 律文、 
千木 昌人、 出村 文一、 所  正治、 西村 友里、 張田  剛、 藤本 夏実、 




秋根 茂久、 市原 あかね、 亀田 真紀、 河崎  浩、 鈴木 律文、 千木 昌人、  
高原 憲一、 所  正治、 中川 尚之、 張田  剛、 道上 義正、 南  和江、  
山田 裕也                                  （五十音順） 
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環境省｢環境報告ガイドライン（2012 年版）」と 
             ｢金沢大学環境報告書 2017｣の対照表 






1 報告にあたっての基本的要件 環境報告書の作成にあたって 46 
2 経営責任者の緒言 学長メッセージ 1 
3 環境報告の概要 金沢大学概要、2016年度の環境基本計画と実績 38～39 40～42 
4 マテリアルバランス マテリアル・フロー（エネルギー・資源や物質の流れ） 18 
「環境マネジメント等の環境配慮経営に関する状況」を表す情報・指標 
1 環境配慮の方針、ビジョン及び事業戦略等 金沢大学環境方針、金沢大学環境基本計画 ２～３ 
2 組織体制及びガバナンスの状況 
2-(1) 環境配慮経営の組織体制等 環境マネジメントへの取組み 4 
2-(2) 環境リスクマネジメント体制 リスクマネジメント体制 5 
2-(3) 環境に関する規制等の遵守状況 法令遵守の状況 34 
3 ステークホルダーへの対応の状況 
3-(1) ステークホルダーへの対応 環境コミュニケーションの状況 12～13 
3-(2) 環境に関する社会貢献活動等 地域・社会貢献活動 14～17 
4 バリューチェーンにおける環境配慮等の取組状況 
4-(1) バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略等 バリューチェーンの活動、学生活動 27～32 
4-(2) グリーン購入・調達 グリーン購入の推進 25 
4-(3) 環境負荷低減に資する製品・サービス等 環境に関する教育と研究 6～11 
4-(4) 環境関連の新技術・研究開発 環境に関する教育と研究 6～11 
4-(5) 環境に配慮した輸送 エネルギーの消費等に伴う温室効果ガス（二酸化炭素）の排出と抑制策、 公共交通機関の利用促進 24～25 
4-(6) 環境に配慮した資源・不動産開発／投資等 －  
4-(7) 環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル） 22 
「事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組に関する状況」を表す情報・指標 
1 資源・エネルギーの投入状況 
1-(1) 総エネルギー投入量及びその低減対策 エネルギー消費 19～20 
1-(2) 総物質投入量及びその低減対策 マテリアル・フロー（エネルギー・資源や物質の流れ） 18 
1-(3) 水資源投入量及びその低減対策 水資源の利用状況 21 
2 資源等の循環的利用の状況 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル） 22 
3 生産物・環境負荷の産出・排出等の状況 
3-(1) 総製品生産量又は総商品販売量等 －  
3-(2) 温室効果ガスの排出量及びその低減対策 エネルギーの消費等に伴う温室効果ガス（二酸化炭素）の排出と抑制策、 公共交通機関の利用促進、金沢大学のフロン排出抑制法への対応 24～25 
3-(3) 総排水量及びその低減対策 水資源の利用状況 21 
3-(4) 大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策 大気汚染物質の排出と抑制策 21 
3-(5) 化学物質の排出量、移動量及びその低減対策 化学物質の適正管理と特定化学物質の排出・移動量 23 
3-(6) 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及び総排水量及びその低減対策 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル）、PCB廃棄物 22～23 
3-(7) 有害物質等の漏出量及びその防止対策 法令遵守の状況 34 
4 生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用状況 角間里山本部の取組み 33 
「環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況」を表す情報・指標 
1 環境配慮経営の経済的側面に関する状況 －  
2 環境配慮経営の社会的側面に関する状況 金沢大学における安全衛生への取組み 35～36 
その他の記載事項等 
1 後発事象等 該当箇所に記載  
2 環境情報の第三者審査等 環境報告書2017に対する内部評価 45 
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本学の各種データは、下記の金沢大学 Web サイトからご覧いただけます。 
http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/ 
 
また、本報告書は、下記の金沢大学 Web サイトで公表しています。 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_sisetu/kankyou/torikumi.html 
本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。   
     〒920-1192 
     石川県金沢市角間町 金沢大学施設部施設企画課 
     TEL:076-264-6180 FAX:076-234-4030 
          e-mail: faunei@adm.kanazawa-u.ac.jp  
-46-
金沢大学環境報告書２０１７
２０１７年９月発行 
施設環境企画会議 
環境マネジメント委員会 
環境報告書編集小委員会 
施設部 
〈発行〉 金沢大学 
〈編集〉 
表紙の写真は、2016 年度に実施した『輝く金沢大学フォトコンテスト』の
作品からピックアップしたものです。 
